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本
日
、「
第
二
十
四
回
結
核
予
防
関
係
婦
人
団
体
中
央
講
習
会
」

の
開
講
式
に
あ
た
り
、
全
国
か
ら
お
集
ま
り
の
皆
さ
ま
に
お
会
い
で

き
ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
結
核
は
、
以
前
は
患
者
数
が
多
く
、「
国
民
病
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
日
本
の
結
核
罹
患
率
は
著
し
く
減
少
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
昨
年
も
、
国
内
で
一
万
五
千
人
以
上
が
新
た
に
結
核
を
発
症

し
、
二
千
人
以
上
が
結
核
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
結
核
罹
患
率
は
人

口
十
万
人
あ
た
り
十
二
・
三
で
、
未
だ
に
欧
米
先
進
国
よ
り
高
い
水

準
で
す
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
高
齢
に
な
っ
て
免
疫
機
能
が

弱
ま
り
、
若
い
こ
ろ
に
感
染
し
た
結
核
を
発
症
す
る
人
が
多
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
は
、
十
歳
か
ら
二
十
九
歳
の
若
い
世
代
で
新
た
に

結
核
を
発
症
し
た
患
者
数
が
増
加
し
ま
し
た
。
若
い
世
代
の
結
核
患

者
に
は
外
国
で
生
ま
れ
た
人
が
多
く
、
二
十
代
で
新
た
に
結
核
を
発

症
し
た
患
者
に
占
め
る
外
国
出
生
者
の
割
合
は
、
七
割
を
超
え
て
い

ま
す
。

　

世
界
で
は
、
世
界
保
健
機
関
の
推
定
に
よ
る
と
、
一
昨
年
に
、
約

一
千
万
人
が
結
核
を
発
病
し
、約
百
五
十
万
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
の
結
核
罹
患
率
は
、
人
口
十
万
人
あ
た
り
約
百
三
十
と
、
日

本
の
十
倍
以
上
で
す
。
そ
し
て
、
世
界
で
は
約
四
十
万
人
が
、
多
く

の
薬
が
効
か
な
い
多
剤
耐
性
結
核
で
し
た
。
普
通
の
結
核
は
約
半
年

間
薬
を
飲
み
続
け
れ
ば
治
り
ま
す
が
、
多
剤
耐
性
結
核
の
治
療
は

ず
っ
と
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

結
核
予
防
関
係
婦
人
団
体
の
皆
さ
ま
は
、
全
国
各
地
で
、
結
核
や
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ(

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患)

を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病

な
ど
の
正
し
い
情
報
を
伝
え
る
活
動
、
被
災
地
の
人
々
の
健
康
支
援

に
も
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
結
核
患
者
を
訪
問
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
自
転
車
を

贈
ら
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま
が
、
国
の
内
外
で
の
結
核
対
策

を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
講
習
会
で
は
、
結
核
の
診
断
、
外
国
生
ま
れ
の
結
核

患
者
の
症
例
な
ど
の
講
演
や
、
班
別
討
議
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
皆

さ
ま
の
貴
重
な
経
験
や
情
報
を
交
換
し
、
今
後
の
活
動
へ
つ
な
が
る

機
会
と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
が
、
健
康
を
大
切
に
さ
れ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
結
核

予
防
の
活
動
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
、
広
く
人
々
の
た
め
に
力
を
尽

く
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
願
い
、
開
講
式
に
寄
せ
る
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。

�
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（2） 令和２年７月15日健　康　の　輪

世界結核デーにあたり

　毎年３月24日は、「世界結核
デー」です。1882（明治15）年の
この日にドイツの細菌学者ロベル
ト・コッホが結核菌の発見を発表
したことにちなみ、1997（平成９）
年に制定されました。世界各地で、
この日に合わせて結核の啓発活動
がおこなわれます。

ユニオン100周年を迎えて

　また、今年は、国際結核・肺疾
患予防連合（通称ユニオン）の創
立100周年にあたります。
　本誌の124号・125号・126号で
ご報告したように、オランダで
2018年に開催されたユニオンの
「肺の健康世界会議」に出席いた
しましたが、それがご縁となり、
結核予防会の総裁として、今年の
世界結核デーにユニオンへメッ
セージを寄せることになりました。
　ちょうどそのようなとき、２月
に東京で「第24回結核予防関係婦
人団体中央講習会」が開催されま
した。この講習会には、全国の婦

人会から、代表の方々がご参加く
ださいました。その折に、ユニオ
ンを通して世界へお伝えするべき
ことについて、班別討議で伺うこ
とができました。参加者の熱心な
お気持ちを感じながら、メッセー
ジの内容を考えました。
　こうして、３月24日にユニオン
のホームページに、メッセージが
掲載されました。日本語訳は、右
のページの通りです。

結核対策の経験を
継承するために

　ユニオンへのメッセージをまと
める過程で、日本の結核罹患率が
極めて高かった頃のことを思い、
その後の日本の結核対策につい
て、改めて考えることができまし
た。その中で、結核予防婦人会の
これまでの活動の成果も、ふり返
ることができました。
　結核予防婦人会の皆さまは、ご
家庭や身近な人々の間で、結核に
ついての正しい情報を得て理解を
深め、予防や治療につながる行動
を広める活動に取り組んでこられ
ました。日本で結核を大きく減ら
すことができたのは、行政や医療

関係者などの専門家の大きな努力
に加えて、皆さまのように地域の
人々が結核の予防のために行動す
ることができたからだと思います。
　例えば、「健康診断を受ける」、
「部屋の換気を心がける」、「子ど
もにBCG接種を受けさせる」な
どの行動を多くの人がとること
は、病院での診断や治療薬のよう
に結核を直接に治すわけではあり
ませんが、正しい診断や予防に繫
がり、とても重要です。また、治
療を必要とする人が誰でも医療機
関で診療を受けられるように社会
全体で支えることが大切であるの
も、私たちが結核対策から学んだ
ことです。
　COVID - 19に対しても、こま
めな手洗いや換気など、日常の生
活の中で予防につながる行動をと
ることや、患者とその周囲の人々
への配慮が大事です。これまでの
結核予防活動は、COVID - 19へ
の対策にも、役立てることができ
ます。これからも、結核予防に取
り組む婦人会の皆さまとご一緒
に、人々の健康づくりを更に進め
ることができればと思います。

婦人会の皆さまへ
結核予防会総裁　秋篠宮紀子

　COVID − 19（新型コロナウイルス感染症）が世界に広がる中、婦人会の皆さまは、いかがお過ごしでしょうか。
今年の３月に予定されていた結核予防全国大会は中止となりましたが、２月に開かれた結核予防関係婦人団体
中央講習会では、参加された皆様とともに講義を聞き、班別討議にも同席できて、大変ありがたく思いました。
　COVID − 19について、正しい知識を持ち、自ら適切な行動をとることが大きな意味をもつ今、これまで
皆さまと一緒に学び、取り組んできた結核予防活動が、一層大切なものに感じられます。
　婦人会の皆さまは、感染予防を心がけ、健康の維持に努められて、お電話やメール、お手紙など、多様な
方法でつながり、支え合ってこられたのではないでしょうか。
　結核を含む感染症の対策には、社会全体の協力と理解が欠かせません。保健や医療の現場で対策に携わる
人々と、介護や保育、福祉、流通、公共交通など、私たちの生活を支える人々への敬意と感謝、そして感染
症に罹った人やその家族を大事に思う気持ちを、皆さまと共有したいと思います。
　これからも、婦人会の皆さまが、ご経験を活かされ、地域社会を守ってくださいますよう、希望いたします。
　日本の人々、そして世界の人々の健康を心より願っております。



（3）健　康　の　輪令和２年７月15日

　私たち皆が新型コロナウイルス感染症（COVID - 19）の脅威に直面している今、人々を感染症から守る
ために力を尽くしている世界中の人々に深く感謝いたします。
　世界結核デーである本日、私たちの世界に大きな影響を与える深刻な病気「結核」に罹患したすべての
人々、その家族、そしてコミュニティのことを、皆さまとともに考えております。
　誰しも、空気感染する疾病である結核から逃れることができません。結核をなくすために、私たちは力を
合わせなければなりません。
　私は、2018年にオランダのハーグで開催された、国際結核・肺疾患予防連合の「肺の健康世界会議」に出
席し、結核から回復した人々の言葉に心を動かされました。彼らは、偏見を耐え忍んだことを含む辛い経験
を語ってくれました。もし、結核への罹患を防ぐことができていたならば、彼らはそのような大変な苦しみ
に苛まれずにすんだことでしょう。
　結核は、予防ができ治療ができる病気です。
　次の世代が結核による悲痛な経験を味わうことのないよう、世界中の多くの人々が多大な努力をしてきま
した。このような献身的な働きに、深く敬意を表します。
　しかし、まだすべきことがあります。
　世界保健機関は、結核の現状と結核対策が十分でない点について、発表しています。例えば2018年には、
世界で約１千万人が新たに結核を発病したとしています。そして、結核に罹った家族に接触したため予防的
治療の対象となるべき子どもが多くいましたが、５歳未満のそうした子どものうち、実際に予防的治療を受
けられたのは、４人に１人しかいなかったと推定されています。
　私たちは、より幅広い理解と支援によって、更に努力をしなければなりません。
　かつて日本では、結核が著しくまん延していました。しかし、BCG接種に加え特効薬の発達、よりよい
診断技術による集団検診の普及、多くの組織や人々の協力、そして、誰でも結核の治療を受けることを可能
にした法律のおかげで、結核は大幅に減少しました。
　こうした対策には、結核予防に取り組む婦人会も貢献してきました。今年の結核予防関係婦人団体中央講
習会に全国から集まった参加者は、結核をはじめとする健康の課題についての啓発や健診の促進などが、自
分たちの大切な活動であると語っていました。また、世界に向けたこのメッセージにおいて、結核に関する
正しい情報の普及や、必要な予防接種の十分な実施などにふれるべきであると提案してくださいました。
　より多くの人が結核についての正しい知識を持ち、結核をなくすための対策を支援することによって、結
核に対しての偏見や差別をなくし、世界中の結核による影響を急速に減らすことができるでしょう。
　どのような立場であるかにかかわらず、結核やその他の感染症をなくすことは、世界の人々がともに目指
す目標です。私は、結核対策に携わって努力するすべての人々と心を共にし、国際結核・肺疾患予防連合と
協力して啓発に取り組み続けていきたいと思います。

※結核予防会ホームページにも掲載されています。（https://www.jatahq.org/news/1598）

3月24日　世界結核デーにあたり、ユニオンに寄せたメッセージ



（4） 令和２年７月15日健　康　の　輪

　2020年２月12〜13日に開催された
第24回結核予防関係婦人団体中央
講習会に参加することができ、大
変嬉しく思います。ご招待頂き、ベ
トナム婦人連盟（Vietnam Women’s 
Union）から２名、ベトナム国家結
核プログラムから１名、そして
WHO結核市民社会タスクフォース
のメンバーである私の計４名が参
加しました。
　私たちベトナム代表団は皆さま
から多くを学び、女性の関与とエ
ンパワメントは私たちの国で結核
を終わらせる原動力になるのだと
強く思いました。

　きっかけは2019年６月、ジュ
ネーブのWHO本部でした。結核
に関するWHO戦略および技術諮
問グループ（STAG-TB）の年次
総会で結核研究所の加藤所長と出
会い、日本の結核予防婦人会がベ
トナムを訪問して結核対策への協

力を模索している話を伺いました。 
　2019年11月に訪問が現実のもの
となり、婦人会は、ベトナム婦人
連盟、ベトナム国家結核プログラ
ム、WHOベトナム事務所の親友、
そして同志となりました。 私た
ちは結核撲滅のため、できること
が数多くあると賛同し、まずはベ
トナム代表団が中央講習会に参加
することとなったのです。

　講習会はとてもよく準備されて
いました。準備は詳細に渡り、座
席や写真撮影の立ち位置も決めら
れていて、秋篠宮皇嗣妃殿下が講
習会にご臨席されるためのもの
だったと思いました。妃殿下は非
常に気さくでした。班別討論を主
導され、参加者をやる気にさせ、
考えやアイデアを共有したくなる
雰囲気をお作りになりました。参
加者の大半は、地域での結核対策
に自主的に取り組んでいる婦人で
す。地域のためにやりがいのある
仕事を喜んでされていました。
　この講習会のおかげで、ベトナ

ム婦人会と日本の婦人会の連携は
強くなりました。きっとベトナム
の婦人も日本の婦人と同じよう
に、結核の負担軽減に貢献できる
でしょう。
　ベトナム肺協会（Vietnam Lung 
Association：VILA）は2020年３月
に婦人部を発足させたところで
す。ベトナム婦人連盟はベトナム
肺協会婦人部とともに 国家結核
プログラムと連携して「結核ゼロ
家族プロジェクト」を立ち上げま
す。私たちの目標は、ベトナムの
どの家族にも、結核から家族を守
るために結核の十分な知識を持つ
女性がいることです。力を与えら
れた女性は、愛する家族の健康の
ため、自発的に24時間年中働く真
の医療提供者です。
　最後になりましたが、結核予防
会総裁の秋篠宮皇嗣妃殿下、結核
予防会工藤理事長、婦人会の木下
幸子会長、山下武子さん、永田容
子さん、紺麻美さん、その他の素
晴らしい友人や同志に感謝の意を
表します。温かいおもてなしをあ
りがとうございました。今後、さ
らなる協力ができれば幸いです。

はじめに

昨年の出来事

日本の研修を実際に受けて

第24回全国結核予防婦人団体中央講習会に参加して
� WHO結核市民社会タスクフォース（ベトナム代表団）
� グエン　トゥアン　アン（Nguyen Tuan Anh）

研修会終了後に工藤理事長（左から３人目）と木下会長（右から３人目）と記念撮影（筆者は右端）

（翻訳：結核予防会国際部主任紺麻美）



（5）健　康　の　輪令和２年７月15日

第24回　結核予防関係婦人団体中央講習会
（２月12日・13日　KKRホテル東京）

写真で
振り返る

栄研化学株式会社 納富 継宣 先生に
最新の検査方法について

ご講演とデモンストレーションをお願いしました

外国出生結核患者の状況について、
結核研究所対策支援部 永田 容子 副部長を
中心に伺いました（発表中のティガンさん）

ベトナム婦人連盟のトゥさんに、
ベトナムの状況や婦人連盟の活動について

ご発表いただきました

13：10	開講式� 13：10～13：40
	 　主催者挨拶　　結核予防婦人会 会長
	 　主催者挨拶　　結核予防会 理事長
	 　総裁おことば　秋篠宮皇嗣妃殿下
	 　来賓挨拶　　　厚生労働省 健康局長
	 　健康の歌斉唱
13：50	写真撮影� 13：50～14：05
14：15	講演①（30分）� 14：15～14：45
	 『新しい結核診断の遺伝子検査法　TB-LAMP』
	 栄研化学株式会社 取締役常務執行役 
	 研究開発統括部長� 納富　継宣
14：55	講演②（40分）� 14：55～15：35
	 『外国出生結核患者　その症例から学ぶ』
	 結核研究所対策支援部 副部長� 永田　容子他
15：45	講演③（60分）� 15：45～16：45
	 『結核の基礎知識とBCG接種』
	 結核研究所 名誉所長� 森　　　亨

第１日　　２月12日（火）
  8：30	講演④（30分）� 8：30～9：00
	 『婦人会40周年記念DVD上映』
	 全国結核予防婦人団体連絡協議会事務局
 9：10	班別討議⑤（100分）� 9：10～10：50
	 「結核高蔓延地域から入国された方々へのおもてなし
	 ―婦人の手でできる結核予防の普及啓発を探る―」
	 全国結核予防婦人団体連絡協議会 事務局長� 山下　武子
11：00	「ユニオン100周年」に向けて（50分）� 11：00～11：50
12：00	終講式� 12：00～12：20
	 　主催者挨拶　　結核予防婦人会 会長
	 　主催者挨拶　　結核予防会 理事長
	 　修了証授与　　結核予防会 理事長
	 　受講生代表挨拶
	 　蛍の光斉唱

第２日　　２月13日（水）

テーマ：結核高蔓延地域から入国された方々の地域でのおもてなし

中央講習会スケジュール

結核研究所 森 亨 名誉所長に
「結核の基礎知識とBCGワクチン」
についてご講演いただきました

終講式で受講者107名を代表して
北海道健康をまもる地域団体連合会会長 齋藤芳子様に

修了証を受け取っていただきました

本協議会 山下 武子 事務局長による
班別討議が行われました
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はじめに

　人類の歴史は、感染症との戦い
でもあります。ペスト、天然痘、
スペインかぜ、そして結核など。
昔は、ただただ驚き大きな恐怖の
中、なすすべもなくその波を乗り
越えてきたのでしょう。しかし、
現在は違います。医学や科学の進
歩は、新型コロナウイルスについ
て時が経過するほどにその姿が明
らかになりつつあり、私たちがこ
のウイルスとどう闘うべきかが見
えてきました。
　ネット上には新型コロナウイル

スに関しての情報があふれ、連日
マスコミも報道をしています。し
かし、ネット上にある情報や、マ
スコミが発信する情報が必ずしも
正しいものばかりとは限りません。
　新型コロナウイルスとの戦いは
長期戦になります。そこで５月15
日現在の情報をもとに、コロナ関
連情報をお伝えします。

身近にある消毒効果が期待
できる商品

　コロナウイルスは、インフルエ
ンザウイルスと同じようにウイル
スの周りにエンベロープという皮
膜があり、このエンベロープはタ

ンパク質、糖質、脂質から成って
いるため、アルコールや石鹸に
よって膜を壊すことで、ウイルス
にダメージを与えることができま
す。手洗いは、石鹸を使って流水
でしっかり洗うことが大切です。
　でも消毒薬が手に入らない・・・。
そんな不安を解消するために、４
月17日北里大学大村智記念研究所 
ウイルス感染制御学研究室Ⅰ 片
山和彦教授らの研究グループが、
新型コロナウイルス不活化効果を
有する可能性について、試験管内
でのウイルス不活化評価が公表さ
れています。そのプレスリリース
の内容を図１に転載しておきます。

新型コロナウイルスから考える予防の重要性
� 日本女性薬局経営者の会
� 会長　　堀　美智子

図１　新型コロナウイルス不活化効果
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新型コロナウイルス感染症

　ウイルスは、ウイルス自身では
増えることができません。そのた
め、人などの生体の細胞に吸着し、
ウイルスの遺伝子を放出して、寄
生した生物の体内でウイルスを複
製して増えていきます。新型コロ
ナウイルスの場合は、アンジオテ
ンシン変換酵素２（angio - tensin 
converting enzyme - ２〈ACE - ２〉）
を細胞に接着する受容体として人
の体に入っていくことが知られて
います。
　ACE - ２は、気管支、血管、肺、
心臓、腎臓、消化器等の生体のい
ろいろなところにあります。その
ため新型コロナウイルス感染症の
症状は決して肺炎だけではありま
せん。下痢を示す人や、心臓の筋
肉にも感染し、心不全を起こすこ
となども報告されています。ウイ
ルス性心筋炎が起こった場合、一
般的な解熱鎮痛剤の使用は避けた
ほうがよいといわれていますか

ら、解熱剤を選択する場合は、念
のためアセトアミノフェンを選択
されたほうがよいでしょう。
　受診をするときのチェックした
い症状は、肺炎の場合の、ちょっ
とした時の息切れ。心筋炎の症状
としては、異常な身体のだるさや、
まぶたや顔の腫れ、熱がそんなに
高くないのに、脈が速すぎる、尿
が少ない・・・。そんな症状に気
づいたら至急の対応が必要です。
また、発熱した場合、布団を何枚
かかけてもガタガタと震えるくら
いの悪寒がある場合も至急の対応
が必要です。
　さらに、最近注意喚起されてい
るのが、血液が固まりやすくなっ
て引き起こされる脳梗塞などです。
脳梗塞が発症した場合、顔が非対
称になる、片側だけ動きにくくなる、
ろれつが回らない・・・。これら
の症状はコロナと結びつけにくく、
コロナに感染するといやだからと
受診を控えてしまう事がないよう
に緊急対応が必要となる症状につ
いて理解しておいてください。

　また、血液を固まりにくくする
薬を日ごろから服用している人で
は、新型コロナウイルス感染症が
疑われる場合も、必ずお薬手帳を
持参し服用中のくすりについて伝
えてください。

最　後　に

　正しい手洗い、咳エチケット、
そして三つの密（密閉、密集、密
接）を避ける。多くの人が認識し
実行するようになってきたことで
す。感染を避けるために今までの
疾患についての受診抑制もかかっ
ています。これらの行動変容は、
インフルエンザの流行を抑え、多
くのコロナ以外の感染症の発症も
抑えています。
　新型コロナウイルス、この流行
の前と後では見えてくる世界が
違ってくるでしょう。医療に関す
る正しい情報を得て、それらの情
報に基づいた行動をする。それを
手助けするのが薬局の薬剤師であ
りたいとおもっています。

資料　薬局に来られた方への情報提供



（8） 令和２年７月15日健　康　の　輪

　今年も、公益社団法人全国結核予防婦人団体連絡協議会のご後援をいただき、８月１日から複十字
シール運動が始まります。 
　結核の問題はまだまだ大きく、日本における新たな結核患者は年間約１万６千人発生し、世界では
毎日４千人近くの人が結核で亡くなっています。新型コロナウイルスの世界的流行により、今後、発
展途上国では結核の重症化や死亡者の増加が心配されています。
　結核を中心とした胸の病気をなくして、健康で明るい社会をつくるための複十字シール運動を通し
て、結核の普及啓発と募金活動を進めてまいります。 　
　５月25日、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言は解除されましたが、引き続き「三密」を避け
るなどの予防は重要です。運動開始にあたっての各都道府県知事への表敬訪問、結核予防週間（９月
24日～30日）にあわせての「全国一斉複十字シール運動キャンペーン」等につきましては、皆さまの
感染予防を最優先し、各自治体の状況に応じてご協力いただきますよう、お願いいたします。

●令和２年度複十字シール　～森と動物～

　今年のシールは、イラストレーターのあさいとおるさんに制作を依頼しました。
　イラストは、とてもカラフルで、デザインがすべてつながってできています。個別のシールもかわい
いのですが、額に入れて飾ってもおしゃれなインテリアになるような、全体としてみても美しいデザイ
ンです。
　色々なアイデアでご活用いただき、複十字シール運動の輪を広げていただければ幸いです。 
　※大型シール（24枚綴り）と小型シール（６枚綴り）があります。

複十字シール運動が始まります
運動期間　８月１日～12月31日

　結核と闘う「シールぼうや」のシールです。今回は2010年に
登場し、ミルクテディの愛称で親しまれているシールぼうやと
新しいシールちゃん（テディベアタイプ）がデザインされてい
ます。
　シールを通して、若い世代にも結核について知ってもらいま
しょう。
�  公益財団法人結核予防会・募金推進課

シールぼうやのシールも新デザインができました！
小型シール(６枚綴り) 大型シール（24枚綴り）
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大阪市地域女性団体協議会会長
前田葉子	

　新しく会員に加
えていただきまし
た、大阪市地域女
性団体協議会の前
田でございます。
　当会は、学習を

活動の基本に女性の教養と地位向
上をめざして活動する大阪市内各
地域の単位女性会が集まって、昭

和24年12月に結成されました。近
年は、男女共同参画やワークライ
フバランス、女性に対する暴力を
なくす運動など、さまざまな啓発
活動やキャンペーンに取り組んで
います。
　毎年９月の結核予防週間には、
全国一斉複十字運動キャンペーン
に参加し、結核やその他の胸部疾
患の撲滅を街頭で訴えてきました。
　世界が新型コロナウイルスの脅

威に直面している今日、感染症に
ついて正しく理解することは、ま
すます重要な課題であると認識さ
れています。
　その中で、このたび大阪での結
核予防婦人会の取り組みをすすめ
るために入会のお誘いをいただき
ました。全国で最も多くの結核患
者が発生している大阪で、引き続
き学習や啓発を続けたいと存じま
す。

〈理事〉
（石川県結核予防婦人会会長）
能木場由紀子

〈理事〉
（和歌山県県健康を守る婦人の会会長）
堰本信子

　令和２年度定期社員総会におい
て、東海北陸地区より能木場由紀
子会長と近畿地区より堰本信子会
長が、選任されました。
　また、就任承諾書も本会に届き
ましたので、ご報告いたします。
　皆様には就任のご報告のみさせ
ていただきます。

新入会員ご挨拶

公益社団法人全国結核予防婦人団体連絡協議会　理事就任ご紹介

令和２年５月３１日（日）から令和２年６月６日（土）までは禁煙週間です。
2020テーマ：「2020年、受動喫煙のない社会を目指して～たばこの煙から子ども達をまもろう～」
（＜参考＞2020WHO世界禁煙デーのテーマ： �Protecting youth from industry manipulation and 

preventing them from tobacco and nicotin use）
　結核予防会では、例年世界禁煙デーに合わせて、た
ばこに関する普及啓発を行っていますが、本年は、新
型コロナウイルス感染症の発生及び拡大の状況を鑑み
て、記念イベントの実施を見送りました。
　ただ、３密を避けてできる普及啓発活動として、「禁
煙ポスター」の作成は実施いたしました。送料実費（着
払による宅配を予定）をご負担いただける方に無償で
配布しております。くわしくは、結核予防会普及広報
課（電話03-3292-9288）までお問合せください。

５月31日は世界禁煙デー

本誌『健康の輪』では、「新型コロナウイルス感染症」を「COVID-19」と表記します。WHO（世界保健機関）は、“2019年に発生し
たコロナウイルス”という意味の「2019-nCOV」という暫定的な名称を正式に「COVID-19」（Corona virus infection disease 2019）
としました（2020年２月11日記者発表）。その後、COVID-19でさまざまな報道発表がされておりますので、それにならっています。



（10） 令和２年７月15日健　康　の　輪


